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岩
倉
使
節
団
が
見
聞
し
た
西
洋
音
楽

奥

由’

康

人

明
治
四
年
十
一
月
十
二
日
（
一
八
七
一
年
十
二
月
二
十
三
日
）
岩
倉
使
節
団
は
横
浜
を
出
港
し
た
。
そ
の
光
景
を
描
い
た
山
口
蓬
春

の
有
名
な
絵
画
が
あ
る
。
埠
頭
を
離
れ
る
小
型
ラ
ン
チ
の
甲
板
に
は
三
人
の
男
が
立
ち
、
岸
の
防
波
堤
に
は
か
れ
ら
を
見
送
る
大
勢
の

人
が
、
沖
に
は
外
輪
船
「
ア
メ
リ
カ
号
」
が
黒
い
煙
を
は
い
て
停
泊
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
甲
板
の
三
人
は
全
権
大
使
・
岩

倉
具
視
と
副
使
・
大
久
保
利
道
、
木
戸
孝
允
で
あ
ろ
う
。
普
通
、
こ
の
よ
う
な
出
港
の
シ
1
ン
に
は
軍
楽
隊
な
ど
の
演
奏
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
だ
が
、
画
面
に
そ
れ
ら
し
き
姿
は
見
あ
た
ら
な
い
。
虫
眼
鏡
で
探
し
て
み
た
が
、
私
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
四
年

春
に
兵
部
省
軍
楽
隊
が
組
織
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
国
家
の
命
運
を
か
け
た
岩
倉
使
節
団
の
出
港
に
軍
楽
隊
が
居
合
わ
せ
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
絵
の
フ
レ
ー
ム
の
外
に
居
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
祝
砲
」
が
撃
ち
鳴
ら
さ
れ
た
こ
と
は
記
録
に
残

（よ

っ
て
い
る
が
、
「
奏
楽
」
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
逆
に
「
な
か
っ
た
」
こ
と
を
証
明
す
る
の
も
困
難
な
の
で
、
結
局
こ

（

2）
 

の
件
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
岩
倉
使
節
団
一
行
が
（
横
浜
で
は
と
も
か
く
）
訪
れ
た
欧
米
諸
国
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
音
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
そ
う
断
言
で
き
る
の
は
、
岩
倉
使
節
団
の
公
式
報
告
書
で
あ
る
久

47 

米
邦
武
編
「
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
」
（
以
下
「
回
覧
実
記
』
と
略
）
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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当
時
、
軍
楽
隊
は
ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
、
学
校
教
育
に
音
楽
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
約
十
年
以
上
あ
と
。
日
本
で

西
洋
音
楽
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
だ
い
た
い
明
治
一
二
十
年
代
後
半
以
降
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
音
楽
界
の

活
況
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
明
治
後
半
と
い
え
ど
も
規
模
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
ま
し
て
ラ
ジ
オ
や
レ
コ
ー
ド
も
な
い
明

治
初
期
と
な
る
と
、
西
洋
音
楽
は
全
く
稀
有
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
岩
倉

使
節
団
が
欧
米
諸
国
で
西
洋
音
楽
を
体
験
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

つ
ま
り
、
か
れ
ら
は
当
時
日
本
で
は
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
音
楽

を
聴
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
か
れ
ら
が
日
本
人
で
初
め
て
西
洋
音
楽
を
聴
い
た
人
々
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
幕
末
に

は
海
外
に
渡
航
し
て
い
た
人
々
も
少
な
か
ら
ず
い
た
し
、
歴
史
的
に
遡
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
で
き

る
私
が
、
と
く
に
岩
倉
使
節
団
の
西
洋
音
楽
体
験
に
注
目
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
西
洋
音
楽
が
本
格
的
に
日
本
に
導
入

さ
れ
た
の
は
明
治
時
代
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
は
異
文
化
と
の
接
触
・
交
流
に
よ
る
自
然
な
浸
透
と
い
う
よ
り
も
、
極
め
て
人
為
的
で
能

動
的
な
導
入
・
摂
取
で
あ
っ
た
。
と
く
に
明
治
政
府
に
よ
る
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
教
育
制
度
）
が
後
の
音
楽
文
化
を
決
定
づ
け

（

3）
 

た
。
近
年
、
岩
倉
使
節
団
と
「
回
覧
実
記
』
に
注
目
が
集
ま
り
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
れ
ら
の
西
洋
世
界
の
見

間
・
視
察
が
、
そ
の
後
の
近
代
国
家
建
設
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
か
れ
ら
の
西
洋
音
楽
受
容
も
単

な
る
異
文
化
体
験
で
は
な
く
、
別
の
意
昧
を
帯
び
て
く
る
。

岩
倉
使
節
団
は
約
一
年
十
ヶ
月
を
費
や
し
て
欧
米
十
二
カ
国
を
訪
問
し
、
各
地
で
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
様
々
な
場
面
で
耳
に
し
た

音
楽
を
『
回
覧
実
記
」
に
記
録
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
分
量
的
に
は
物
足
り
な
く
、
偏
向
が
あ
る
よ
う

に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
本
論
の
目
的
は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
、
か
れ
ら
の
無
知
を
指
摘
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
物
足



り
な
さ
」
や
「
偏
向
」
自
体
に
注
目
し
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
別
種
の
音
楽
受
容
を
解
読
す
る
こ
と
で
あ
る
。
慎
重
に
検
討
・
分

析
を
す
る
な
ら
ば
、
『
回
覧
実
記
』
に
残
さ
れ
た

（
現
在
の
私
た
ち
に
は
稚
拙
に
み
え
る
）
音
楽
言
説
は
、
現
在
の
私
た
ち
と
は
異
な

る
独
特
の
音
楽
観
・
西
洋
音
楽
認
識
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

岩
倉
使
節
団
や
「
回
覧
実
記
』
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
田
中
彰
の
著
作
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
が
、

い
く
つ
か
の
確
認
を
し
て
お
く
。
岩
倉
使
節
団
に
は
三
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
日
本
と
条
約
を
交
わ
し
た
国
々
を
歴
訪
し
、

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

各
国
の
元
首
に
図
書
を
捧
呈
し
、
聴
問
の
礼
を
と
る
こ
と
、
第
二
は
、
条
約
改
正
の
予
備
交
渉
を
す
る
こ
と
、
第
三
は
欧
米
先
進
諸
国

（

4）
 

の
制
度
・
文
物
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
儀
礼
的
な
第
一
の
目
的
は
と
も
か
く
、
第
二
の
条
約
改
正
予
備
交
渉
は
残
念
な
が

ら
失
敗
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
問
題
と
な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
第
三
の
目
的
で
あ
る
。

（

5）
 

岩
倉
使
節
団
の
公
式
レ
ポ
ー
ト
が
「
回
覧
実
記
』
で
あ
り
、
編
者
久
米
邦
武
が
述
べ
る
よ
う
に
、
政
治
や
外
交
問
題
よ
り
も
各
地
に

つ
い
て
の
実
況
報
告
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
使
節
団
に
随
行
し
た
久
米
（
権
少
外
史
）

は
、
帰
国
後
、
太
政
官
少
書
記
官
と
し
て

記
録
を
編
修
し
、
明
治
十
一
年
に
『
回
覧
実
記
」
全
百
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
現
在
入
手
し
や
す
い
岩
波
文
庫
版
で
は
全
五
巻
、
ペ
ー
ジ

数
に
し
て
約
二
千
ペ
ー
ジ
の
大
作
で
、
出
発
か
ら
帰
国
ま
で
の
行
程
の
始
終
を
日
記
の
体
裁
で
綴
り
、
内
容
は
訪
れ
た
国
々
の
「
政

治
・
社
会
・
経
済
・
産
業
・
軍
事
・
教
育
・
宗
教
・
文
化
・
思
想
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
」
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
一
種
の
エ

（

6）
 

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
る
程
で
あ
る
。
記
述
中
の
「
論
説
」
部
分
は
確
か
に
久
米
の
主
観
を
あ
る
程
度
反
映
し
て

い
る
だ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
も
公
式
報
告
書
で
あ
り
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
単
に
久
米
個
人
の
著
作
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
田
中

49 

彰
に
よ
れ
ば
、
『
回
覧
実
記
』
は
「
全
体
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
使
節
団
の
公
約
数
的
な
関
心
と
発
想
、
あ
る
い
は
観
察
と
受
け
と

（

7）
 

め
方
と
み
て
よ
い
」
。
「
回
覧
実
記
』
は
、
外
受
史
や
政
治
史
な
ら
と
も
か
く
、
音
楽
史
研
究
・
洋
楽
受
容
史
研
究
に
お
け
る
必
読
文
献
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と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
先
行
研
究
は
存
在
し
て
い
る
。
中
村
洪
介
の
著
書
『
西
洋
の
音
、
日
本
の
耳
』

（
春
秋
社

九
八

七
）
の
な
か
の
「
岩
倉
使
節
団
と
西
洋
音
楽
」
が
そ
れ
で
、
お
そ
ら
く
『
回
覧
実
記
』
に
記
載
さ
れ
た
音
楽
に
着
目
・
調
査
し
、
ま
と

ま
っ
た
考
察
を
加
え
た
最
初
の
論
稿
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
個
々
の
事
例
の
列
挙
や
事
実
の
確
認
な
ど
は
中
村
の
先
行
研
究
に
負
う
所
が

多
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
・
解
釈
に
つ
い
て
は
異
な
っ
た
見
解
を
も
っ
て
い
る
。

「
回
覧
実
記
」
の
な
か
の
西
洋
音
楽

（

8）
 

の
中
に
は
西
洋
音
楽
に
関
す
る
記
述
が
約
五
十
箇
所
あ
る
と
い
う
。
確
認
の
た
め
、
私
が
全
文
を

（

9）
 

通
読
し
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
約
七
十
箇
所
を
確
認
し
た
。
無
論
、
何
を
も
っ
て
西
洋
音
楽
に
関
す
る
記
述
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、

中
村
に
よ
れ
ば
、
『
回
覧
実
記
』

多
少
の
誤
差
は
生
じ
る
の
だ
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
本
論
の
目
的
は
か
れ
ら
の
西
洋
音
楽
体
験
の
内
容
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
回
数
は
あ
ま

り
重
要
で
は
な
い
。
こ
の
約
七
十
箇
所
の
音
楽
関
係
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
（
一
）
儀
式
の
音
楽
、

（
二
）
学
校
音
楽
、

（
一
二
）
娯
楽
音
楽
や
音
楽
生
活
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、

の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
全
部
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

（
一
）
儀
式
の
音
楽

「
回
覧
実
記
』

の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
登
場
す
る
音
楽
は
、
使
節
団
を
迎
え
て
の
祝
宴
や
饗
宴
で
の
音
楽
、
使
節
団
の
到
着
や

出
発
な
ど
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
儀
式
的
な
音
楽
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
儀
式
の
音
楽
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
棋
楽
音
楽
と
の
区

別
の
判
断
に
迷
う
も
の
も
あ
る
が
、
少
な
く
見
積
っ
て
も
『
回
覧
実
記
』

の
音
楽
記
述
の
四
割
弱
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
音
楽
に
つ
い
て

で
あ
る
。



使
節
団
を
歓
迎
す
る
宴
会
は
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
記
録
の
回
数
が
多
い
が

あ
る
）
、
こ
れ
は

（
米
英
だ
け
で
九
箇
所
の
記
述
が

（

m） 

『
回
覧
実
記
」
が
後
に
訪
問
し
た
国
々
に
お
け
る
類
似
し
た
事
象
を
省
略
し
た
か
ら
で
あ
り
、
米
英
を
除
く
各
国
で

は
宴
会
に
音
楽
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
常
識
的
な
外
交
習
慣
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
席

で
音
楽
は
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

か
れ
ら
は
か
な
り
頻
繁
に
西
洋
音
楽
を
耳
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ア
メ
リ
カ
を
例
に
と
る
と
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
テ
ル
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
千
人
が
出
席
し
、
「
楽
隊
ヲ
雇
ヒ
、
鼓
吹
シ
テ
食
ヲ

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

ス
、
メ
」
（
］
｛
一
N
H
H
）、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
「
楽
隊
楽
ヲ
奏
シ
」
（
宍

S
C）
、
「
食
ス
、
ム
ル
ニ
楽
ア
リ
」
（
回
一

S
N）、
ソ
ル
ト
レ

イ
ク
シ
テ
ィ
の
宴
会
で
も
「
楽
音
逓
ニ
奏
ス
」
（
同
一

E
4）
な
ど
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
宴
会
だ
っ
た
。

出
発
や
到
着
の
儀
式
的
音
楽
は
、
船
に
関
連
す
る
場
面
に
多
い
。
船
の
発
着
の
際
に
岸
辺
で
、
あ
る
い
は
船
上
で
楽
隊
が
音
楽
を
演

奏
し
て
い
る
。
「
楽
隊
桟
橋
ヲ
挟
ミ
、
整
列
シ
テ
鼓
楽
ヲ
ナ
シ

一
行
ノ
後
二
附
従
シ
、
鼓
蝶
シ
テ
共
ニ
船
ニ
上
ル

（
中
略
）
船
首
ノ

広
座
ニ
ハ
、
楽
隊
鼓
吹
ヲ
絶
ス
シ
テ
耳
ヲ
娯
メ
、
船
中
男
女
総
テ
百
十
余
人
ノ
盛
会
ナ
リ
」

同一（）∞
ω）
の
よ
う
に
、
楽
隊
が
出
航
の

際
に
船
に
乗
り
込
み
、
航
海
中
も
演
奏
す
る
よ
う
な
例
も
あ
る
。

パ
レ
ー
ド
や
祭
典
に
伴
う
音
楽
も
、
儀
式
的
な
音
楽
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
H
U
N
g

（ω
一ω］｛⑤）

（品一品。］｛）。

（
二
）
学
校
音
楽

儀
式
の
音
楽
に
次
い
で
登
場
回
数
が
多
い
の
は
、
学
校
音
楽
で
あ
る
。
岩
倉
使
節
団
は
教
育
制
度
も
調
査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
い

た
の
で
、
学
校
を
視
察
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

「
ラ
ン
マ
ン
女
学
校
」

で
聴
い
た
唱
歌
が
最
初
の
例
だ
が

「
此
後
各
地
ノ
小
学
校
ニ
至
ル
毎
ニ
唱
歌
ヲ
調
ス
レ
ト
モ
、
常
業
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、

一
々
之
ヲ
記
セ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
頻
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繁
に
学
校
で
唱
歌
を
聴
い
た
。
ま
た
、
文
部
大
丞
の
田
中
不
二
麿
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
、
学
校
唱
歌
の
目
的
・
効
用
、
例
え
ば
「
其
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性
情
発
洩
通
暢
セ
シ
ム
ル
」
（
同
一

g∞
）
、
あ
る
い
は
「
唱
歌
ハ
人
ノ
昧
嘆
ノ
蓄
念
ヲ
発
シ
、
心
性
ヲ
和
暢
ス
」
（
町
一

ccω
）
な
ど
と
記
さ

れ
い
る
の
が
特
徴
で
、
学
校
唱
歌
に
つ
い
て
の
記
述
が
比
較
的
充
実
し
て
い
る
の
は
、
あ
き
ら
か
に
学
校
教
育
に
音
楽
を
導
入
す
る
必

要
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
パ
リ
で
は
盲
院
を
訪
問
し
、
「
盲
女
ハ
蛭
欲
ナ
キ
ユ
へ
、
説
教
ノ
楽
師
ニ
ハ
恰
好
ナ
リ
」

（

ω一】ー
ω品）

と
、
社
会
的
自
立
の
手
段
と
し
て
の
音
楽
に
言
及
し
、
「
盲
回
力
ニ
楽
ヲ
調
シ
、
盲
女
ニ
歌
ヲ
調
シ
テ
」
数
曲
を
鑑
賞
し
た
。

盲
学
校
は
他
に
も
二
例
（
円
。
活
）

（R
S
ω
）
あ
り
、
私
立
兵
学
校
（

r
c
g）
、
幼
稚
園
（
N

一
E
H）
な
ど
も
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
小
学
生
ノ
生
徒
」
が
「
操
練
」
す
る
際
の
音
楽
も
目
撃
し
て
い
る

（町一（）
J
1
H

）。

（
三
）
娯
楽
音
楽
、
音
楽
生
活
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

音
楽
に
関
係
す
る
施
設
と
し
て
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
オ
ペ
ラ
堂
（
ω
一
。
。
。
）
、
「
サ
ン
ゼ
ル
マ
ン
」
の

「
楽
堂
」

（ω
一（｝③∞）

ロ
ン
ド

ン
の

「
水
晶
宮
」
（

N

一回］
5）

や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

「
水
日
閉
館
」

（ω
一ωωω
）
な
ど
に
つ
い
て
言
及
、
が
あ
る
。
「
サ
ン
ゼ
ル
マ
ン
」
と

ベ
ル
リ
ン
で
は

で
は
音
楽
を
聴
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
記
録
が
な
い
。

ママ

「
オ
ヘ
ラ
」
を
観
覧
し
た
が
、
「
芝
居
中
ニ
テ
最
上
等
ナ
ル
モ
ノ
猶
我
猿
楽
ノ
如
シ
」

「
皇
帝
ノ
劇
場
」
に
て

「
水
晶
館
」

（

ω
…ω］｛
中
）

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
久
米
や
岩
倉
が
帰
国
後
、
能
楽
の
再
興
に
寄
与
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

コ
メ
ン
ト
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
簡
素
す
ぎ
て
物
足
り
な
い
。
ま
た
、

ベ
ル
リ
ン
の
大
学
生
は
「
酔
ヲ
帯
ヒ
テ
、
高
吟

朗
唱
」

（ω
u
c
h山
）
、
イ
タ
リ
ア
人
は

「
音
楽
ヲ
好
ミ
、
唱
歌
ヲ
喜
ヒ
」
（
品
一
足
。
）
、

ス
ペ
イ
ン
人
も
「
音
楽
舞
踏
ヲ
好
ミ
」
（
円
巴
⑤
）
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
な
り
に
興
味
深
い
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

舞
踏
会
や
劇
場
に
も
何
度
と
な
く
訪
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
関
し
て

「
回
覧
実
記
』

は
多
く
を
語
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
音
楽
の
ほ
か
に
も
、
教
会
で
聴
く
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
（
同
一
H
A
H
S

、
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ゴ
ー
ル
産
業
に
つ
い
て
（
ω
一。印。）、



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
「
パ

1
フ
ハ

1
フ
」
（
パ
グ
パ
イ
プ
の
こ
と
か
）

（N
M尚
一
）
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
断

片
的
な
コ
メ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
回
覧
実
記
』
に
は
音
楽
に
関
す
る
記
述
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
か
ら
、
か
れ
ら
が
各
地
で
様
々
な
音
楽
を
耳
に
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
の
だ
が
、
お
し
な
べ
て
ど
れ
も
情
報
量
が
非
常
に
少
な

で
は
、

い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
「
饗
宴
」
（
同
一

ωN∞）

此
日
苑
中
ノ
一
亭
ニ
於
テ
、
府
中
ヨ
リ
饗
宴
ヲ
開
キ
、
会
食
ス
ル
モ
ノ
七
十
余
人
、
楽
隊
楽
ヲ
調
シ
、
食
畢
リ
、
主
客
「
ス
ピ
l

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

チ
」
ヲ
演
シ
、
情
歓
ヲ
尽
シ
テ
、
帰
ル
ト
キ
己
ニ
子
夜
ニ
近
シ

「
饗
宴
」
で
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
が
演
奏
さ
れ
、

か
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
感
想
を
い
だ
い
た
の
か
、
と
い
う

と
あ
る
だ
け
で
、
こ
の

私
の
関
心
に
応
え
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
に
等
し
い
。
こ
の
例
ば
か
り
で
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
単
に
「
音
楽
が
あ
っ
た
」
と
い
う
事
実

の
記
録
に
留
ま
っ
て
い
る
。
多
少
説
明
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
「
伶
人
二
名
、
左
ニ
ア
リ
テ
楽
ヲ
奏
シ
」
（
N
U勾
）
程
度
で
、

具
体
的
な
楽
器
、
楽
曲
、
演
奏
者
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
・
描
写
は
少
な
く
、
ま
る
で
無
関
心
で
あ
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
学
校

に
お
け
る
音
楽
も
同
様
で
、
効
用
や
必
要
性
を
説
く
も
の
の
、
肝
心
の
音
楽
に
つ
い
て
は
、
「
ラ
ン
マ
ン
女
学
校
」
で
聴
い
た
「
蓄
額

れ

い

ろ

三

つ

ひ

ょ

う

び

事

っ

せ

い

ぼ

く

「
盲
院
」
で
聴
い
た
音
楽
に
つ
い
て
「
玲
瀧
練
搬
ト
シ
テ
、
他
ノ
楽
ヨ
リ
、
殊
ニ
清
穆

ノ
歌
」
と
い
う
曲
名
、
あ
る
い
は
、
パ
リ
の

間
ヘ
キ
ヲ
覚
へ
ヌ
」
と
い
う
程
度
の
感
想
を
記
す
の
み
で
、
作
曲
家
が
誰
で
、
作
品
が
何
な
の
か
、
楽
器
は
何
か
と
い
う
よ
う
な
具
体
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性
に
欠
い
て
い
る
（
『
回
覧
実
記
』
が
洋
楽
史
研
究
に
積
極
的
に
用
い
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
量
の
少
な
さ
の
為
だ
ろ
う
）
。

（込

そ
う
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
か
れ
ら
が
西
洋
音
楽
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
全
般
的
に

（辺

「
回
覧
実
記
』
が
西
洋
音
楽
に
好
意
的
で
あ
る
こ
と
は
、
中
村
洪
介
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
、
か
れ
ら
に
は
西
洋
音
楽
を
殊
更
奇
異
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な
も
の
と
し
て
忌
避
す
る
よ
う
な
態
度
は
見
ら
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
音
楽
に
つ
い
て
の
情
報
量
が
乏
し
い
の
は
、
概
し
て
好

奇
心
が
旺
盛
で

「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
」
と
ま
で
評
さ
れ
る
「
回
覧
実
記
」
に
し
て
は
奇
妙
で
、
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

か
れ
ら
が
西
洋
音
楽
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
、
「
回
覧
実
記
』

の
多
く
の
ぺ

l
ジ
を
音
楽
の
為
に
割
い
て
い
る
部
分
が

実
は
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
「
回
覧
実
記
』

で
は
極
め
て
例
外
的
で
、
中
村
の
論
稿
も
こ
の
唯
一
の
例
外
に
注
目
し
て
い
る
。

ボ
ス
ト
ン
の
「
太
平
楽
会
」

岩
倉
使
節
団
一
行
は
一
八
七
二
年
六
月
十
七
日
（
旧
暦
明
治
五
年
五
月
十
二
日
）

の
夕
刻
に
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
し
、
翌
十
八
日
と
十

九
日
の
二
度
「
太
平
楽
会
」
と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
ん
だ
（
］
｛
一

N
＠
切
）

（H
U
S）0
音
楽
会
の
唯
一
の
記
録
だ
が
、
岩
波
文
庫

で
は
二
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た
る
長
い
記
録
で
あ
る
。
十
八
日
の
演
奏
会
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
な
概
説
か
ら
始
ま
る
。

O
二
時
ヨ
リ
、
太
平
楽
会
ニ
赴
ク
、
是
ハ
州
民
相
会
シ
、
四
海
ノ
昇
平
ヲ
慶
セ
ン
ト
、

4
7
同
興
行
セ
シ
盛
会
ナ
リ
、

O
米
国
ハ
今

ま
み

ヨ
リ
十
年
前
ニ
ア
リ
テ
、
内
証
起
リ
、
南
北
相
戦
フ
コ
ト
四
歳
、
生
霊
血
ニ
塗
レ
、
之
ヲ
名
ケ
テ
市
民
戦
争
ト
云
、
然
ル
ニ
一
千

や

八
百
六
十
五
年
ニ
、
戦
争
始
テ
熔
ミ
、
再
ヒ
昇
平
ヲ
楽
ム
ニ
至
レ
リ
、
外
国
ニ
於
テ
ハ
、
普
仏
ノ
戦
モ
亦
和
協
ニ
帰
シ
、
今
ヤ
世

い

ち

じ

ん

と

き

界
ヲ
概
視
ス
ル
ニ
、
一
塵
動
カ
ス
、
真
ニ
四
海
太
平
ノ
秋
ナ
リ
ト
テ
、
此
会
ヲ
興
ス
コ
ト
ヲ
謀
リ
タ
リ
、
州
庁
ニ
於
テ
二
十
五
万

よ

う

や

く

コ

ロ

シ

ユ

ム

弗
ヲ
出
シ
資
本
ト
シ
、
州
民
ミ
ナ
踊
躍
シ
テ
金
ヲ
醸
シ
、
海
岸
一
区
ノ
地
ヲ
相
シ
テ
、
大
観
場
ヲ
起
ス
、
横
幅
五
十
八
間
四
尺
、

ほ
う
ぜ
ん

其
長
サ
ハ
殆
ト
之
二
倍
ス
、
ミ
ナ
木
材
ヲ
以
テ
造
ル
ト
雄
ト
モ
、
京
然
ト
シ
テ
潤
大
ナ
リ
、
中
部
ニ
建
タ
ル
柱
ハ
只
両
条
ア
ル
ノ

れ
い
じ
ん

ミ
、
横
梁
ハ
木
材
ヲ
編
ミ
テ
架
成
シ
、
要
処
ヲ
大
錬
釘
ニ
テ
連
結
ス
、
正
面
ニ
壇
ア
リ
、
楽
場
ト
ナ
ス
、
各
州
ヨ
リ
伶
人
千
五
百



う

た

よ

く

人
ヲ
集
メ
、
謡
ヲ
善
ス
ル
モ
ノ
男
女
一
万
六
千
人
ヲ
集
ム
、
又
歌
話
絶
倫
ノ
婦
人
一
名
ヲ
聴
ス
、
此
婦
人
ノ
給
料
ハ
、

一
万
五
千
弗
ヲ
与
フ
ル
ト
云
、
堂
中
ニ
ハ
五
万
人
ヲ
容
テ
尚
余
地
ア
リ
、

一
七
日
ニ

か
れ
ら
が
訪
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
南
北
戦
争
や
普
仏
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
、
特
設
の
「
大
観
場
」

の
ス
テ
ー
ジ
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
千
五
百
人
、
合
唱
団
が
一
万
六
千
人
、
観
客
は
五
万
人
と
い
う
、
俄
に
は
信
じ
が
た
い
非
常
に
大

（臼）

規
模
の
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
演
奏
会
は
、
も
ち
ろ
ん
西
洋
音
楽
史
上
で
も
稀
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
太
平
楽
会
」

岩倉使節団が見関した西洋音楽

は
、
君
。
巳
《
法
一
司

g
S
E
E
S
B門
田
町
民

0
5色
。
白
色
冨

g悼
の
色
刷

42雪
包
と
い
う
名
の
音
楽
祭

イ

ン

グ

リ

ン

シ

ユ

・

デ

イ

・

ジ

ャ

1
マ

ン

・

デ

イ

（

H
H
U

「
イ
ギ
リ
ス
の
日
」
と

3
日
目
の
「
ド
イ
ツ
の
日
」
だ
っ
た
。

（
六
月
十
七
日
i
七
月
四
日
）

で、

か
れ
ら
が
遭
遇
し
た
の
は
二
日
目
の

レ
ポ

ト
は

コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
た
具
体
的
な
曲
目
や
演
奏
者
に
つ
い
て
の
描
写
へ
と
続
く
。

と
E
り

ゅ

う

り

ょ

う

よ

う

ち

ょ

う

O
午
後
三
時
楽
始
マ
リ
、
伶
人
律
ヲ
調
ス
、
響
キ
行
雲
ヲ
逼
メ
潤
涜
タ
リ
、
万
余
ノ
謡
人
、
一
斉
ニ
相
和
シ
、
窃
完
ト
シ
テ
白
雪

ゅ

う

は

い

う

ち

zえ
ん
し
よ
う
す
で

ヲ
奏
ス
、
次
ニ
謡
婦
盛
粧
シ
テ
璃
ご
一
上
ル
、
金
珠
澗
然
タ
リ
、
衆
ニ
向
ヒ
揖
拝
ス
、
満
堂
手
ヲ
拍
テ
艶
称
ス
、
己
ニ
シ
テ
楽
起
リ

そ

っ

苦

っ

か

く

れ

い

た

京

王

立

め

ら

か

歌
発
ス
、
其
声
ノ
玲
聴
タ
ル
、
細
ナ
ル
ハ
切
々
、
鰻
ナ
ル
ハ
噌
噌
、
曲
急
ニ
調
促
ス
レ
ハ
、
鶴
一
眼
ノ
空
ヲ
渡
ル
如
夕
、
乍
チ
滑
ナ

り

ゅ

う

お

う

て

ん

ば

ん

ほ

と

ぽ

し

こ

う

じ

ナ

レ

じ

ふ

う

じ

よ

う

ル
ハ
、
流
鷺
ノ
花
ニ
曙
ス
ル
カ
如
シ
、
珠
玉
盤
ニ
遊
リ
、
金
石
ミ
ナ
鳴
ル
、
高
唱
一
声
、
鑑
爾
ト
シ
テ
金
声
ハ
、
余
音
身
奏
ト
シ

ほ

う

お

う

お

も

む

き

テ
、
纏
ノ
知
ク
絶
へ
ン
ト
シ
、
乍
チ
一
転
シ
テ
玉
振
ス
、
鳳
風
来
儀
ノ
到
ア
リ
、
其
声
音
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
、
楽
器
ヲ
其
婦
ノ
喉
領

う

ち

ゃ

ニ
施
セ
ル
カ
ト
疑
フ
、
堂
中
ミ
ナ
手
ヲ
拍
足
ヲ
踏
テ
、
賛
嘆
シ
テ
休
マ
ス
、
西
洋
ノ
歌
謡
ハ
、
人
声
ヲ
以
テ
楽
音
ニ
カ
ユ
、
歌
謡

ノ
節
奏
、
楽
器
ノ
鳴
ル
ニ
和
シ
テ
、
其
音
ヲ
同
ク
ス
、
此
其
妙
ナ
リ
、
人
ノ
常
音
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
、
拙
詠
ナ
リ
ト
云
、
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「
伶
人
律
ヲ
調
ス
」
と
「
白
雪
ヲ
奏
ス
」
は
同
じ
一
曲
と
も
、
別
の
二
曲
と
も
読
め
る
が
、
少
な
く
と
も
「
白
雪
」
は
合
唱
曲
だ
っ

た
こ
と
は
確
か
だ
。
そ
の
後
に
登
場
す
る
「
謡
婦
」

（
先
に
で
て
き
た

「
歌
謡
絶
倫
ノ
婦
人
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
伴
奏
で
歌
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
楽
曲
や
演
奏
に
つ
い
て
の
詳
し
い
叙
述
は
、

一
種
の
音
楽
評
論
と
い
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
、
音
楽
評

論
と
い
っ
て
も
文
章
が
一
風
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
漢
文
的
な
表
現
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
西
洋
音
楽
を
言
い
表
す
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
些
か
戸
惑
う
が
、
「
回
覧
実
記
』

の
な
か
で

は
、
音
楽
に
か
か
わ
ら
ず
風
景
描
写
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
佐
賀
の
藩
校
弘
道
館
や
昌
平
坂
学
問
所
で
学
ん
だ
、

久
米
邦
武
の
漢
学
の
素
養
が
下
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
村
洪
介
は
「
回
覧
実
記
」

オ
タ
イ
プ
の
言
葉
の
使
い
方
」

の
漢
文
調
の
表
現
を
「
ス
テ
レ

（日）

で
あ
る
ゆ
え
に
、
「
彼
等
の
感
受
性
、
西
欧
文
化
理
解
の
度
合
い
」
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、

（日）

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
現
在
の
中
国
で
も
音
楽
演
奏
を
描
写
・
表
現
す
る
と
き
に
は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
久
米

が
自
分
の
感
想
を
言
い
表
わ
す
為
に
借
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
、

か
れ
の
西
洋
音
楽
理
解
の
度
合
い
を
判
断
す
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
例
え
ば
こ
の
引
用
文
の
最
後
の
部
分
は
、

か
な
り
の
洞
察
力
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
洋

で
は
「
人
声
ヲ
以
テ
楽
音
ニ
カ
ユ
」
る
の
が
「
妙
」

で
あ
り
、
「
常
音
」
は
「
拙
詠
」

で
あ
る
と
い
う
知
見
は
、
歌
唱
法
と
そ
の
評
価

基
準
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

（
日
本
の
唱
法
を
念
頭
に
お
い
た
）
比
較
音
楽
論
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
さ
ら
に
続
く
。

－
李
小
刊
し
・

O
次
ニ
鴫
盛
砲
ノ
楽
ヲ
調
セ
リ
、
是
ハ
大
砲
ヲ
楽
器
ニ
錯
ヘ
、
盛
ヲ
鴫
ス
所
ニ
シ
テ
、
此
回
ノ
創
始
ニ
ヵ
、
ル
、
楽
工
一
隊
、
壇

お
ん
ど

ヲ
挟
ミ
鼓
楽
ス
ル
モ
ノ
数
百
人
、
音
頭
ハ
壇
上
ニ
ア
リ
テ
、
其
節
奏
ヲ
令
ス
、
大
砲
ハ
設
ケ
テ
堂
外
ニ
ア
リ
、
電
線
ヲ
施
シ
、
其



っ
か
夫
芦
」

頭
ヲ
琴
絃
ノ
間
ニ
繋
キ
、
其
尾
ハ
砲
ノ
火
門
ニ
括
ム
、
近
処
ニ
蓄
電
ノ
器
械
ア
リ
テ
、
其
線
ニ
通
ス
、
楽
器
ヲ
主
ル
モ
ノ
、
其
節

せ

い

た

有

正

ご

う

は

っ

た

い

こ

奏
ノ
至
ル
ト
キ
、
電
線
ヲ
製
ス
レ
ハ
、
砲
乍
チ
轟
発
シ
、
其
音
ヲ
以
テ
太
鼓
ニ
代
用
ス
、
ニ
声
三
戸
、
曲
ヲ
按
シ
テ
発
シ
、
畑
ヲ

見
ス
シ
テ
、
只
其
響
ヲ
聞
ク
、
真
ニ
盛
ヲ
鳴
ス
ノ
砲
ナ
リ
、
又
電
機
ヲ
以
テ
各
寺
ニ
節
奏
ヲ
報
知
ス
ル
仕
掛
ヲ
ナ
シ
、
同
時
ニ
寺

寺
ヨ
リ
鐘
ヲ
撞
キ
テ
、
楽
声
ヲ
助
ク
、
此
楽
殊
ニ
人
聴
ヲ
驚
カ
ス
大
仕
掛
ナ
リ
キ
、
（
筆
者
註
！
傍
点
は
原
文
で
は
圏
点
、
以
下

同

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

こ
の
一
節
は
、
ま
る
で
チ
ャ
イ
コ
ア
ス
キ
ー
の
序
曲
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
大
砲
は

「
堂
外
」
に
、
鍾
も

「
各
寺
」
に
あ
り
、
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ
一
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
だ
っ
た
。
「
音
頭
」
は
お
そ
ら
く
指
揮
者

で
あ
ろ
う
。
詳
し
い
説
明
は
省
く
が
、
こ
の
部
分
か
ら
も
「
太
平
楽
会
」
の
規
模
の
大
き
さ
、
華
々
し
さ
、
迫
力
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く

る

「
回
覧
実
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
八
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
判
明
し
て
い
る
。

（立

中
村
洪
八
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
次
の
よ
う
な
曲
目
・
出
演
者
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

第

部」、
や
、
ッ
、

一

，

ノ

，

ノ

コ
ラ
l
ル

「
神
の
み
旨
の
な
ら
ん
こ
と
を
」
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
、
管
弦
楽

二
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

序
曲
「
レ
オ
ノ

1
レ
」
第
三
番
管
弦
楽

三
、
ダ
ッ
ド
リ
・
パ
ッ
ク

祝
典
頚
歌
「
平
和
と
音
楽
」

合
唱
、
管
弦
楽

四
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
魔
笛
」
よ
り
大
ア
リ
ア

ペ
シ
ュ
カ
H
リ
ュ

l
ト
ナ
l
夫
人
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五
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

「
エ
ル
ナ
1
ニ
」
第
三
幕
の
終
曲

祝
祭
合
唱
団
、
職
業
オ
ペ
ラ
合
唱
団
、
合
唱
、
管
弦
楽

六
、
タ
l
ル
ベ
ル
ク

ピ
ア
ノ
独
奏
「
夏
の
最
後
の
蓄
額
幻
想
曲
」

ア
ラ
ベ
ラ
・
ゴ
ッ
ダ
1
ト
夫
人

七
、
ベ
ネ
ッ
ト

「
サ
マ
リ
ア
の
女
」
か
ら
合
唱
「
我
が
傍
に
在
せ
」

大
合
唱
団
、
オ
ル
ガ
ン
、
管
弦
楽

第

部
一
、
英
国
国
歌
「
神
よ
女
王
を
護
り
給
え
」

合
唱
、

ロ
ン
ド
ン
近
衛
兵
第
一
連
隊
軍
楽
隊
、
オ
ル
ガ
ン
、
管
弦
楽
、
軍
楽
隊
、

鐘
、
大
砲
の
伴
奏
、

エ
ル
ミ
ア
・
ル
ダ
l
ス
ド
ル
フ
夫
人
独
唱

二
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

演
奏
会
用
大
ワ
ル
ツ
「
酒
、
女
、
歌
」

管
弦
楽
、

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
指
揮

三
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
l
レ
」
か
ら
の
情
景
「
ア
ン
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ラ
ス
」
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
、
管
弦
楽
、
軍
楽

隊
、
鉄
床
百
台
、
大
砲
付

四
、
ア
レ
ヴ
ィ

「
稲
妻
」

の
ロ
マ
ン
ツ
ア

第
一
節
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
ユ
ニ
ゾ
ン
、
第
二
節
は
ソ
プ
ラ
ノ
と
テ
ノ
ー
ル
の
ユ
ニ

ゾ
ン
、

フ
Jレ

ト

オ

ボ
エ

チ
ェ
ロ
の
オ
ブ
リ
ガ
1
ト
、
管
弦
楽
付

五
、
メ
ン
J

ア
ル
ス
ゾ
l
ン

「
エ
リ
ヤ
」
か
ら
の
合
唱
「
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
み
そ
な
わ
し
給
い
」
合
唱
、
管
弦
楽

六
、
メ
i
ソ
ン

伝
導
讃
歌
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
凍
て
つ
け
る
山
々
か
ら
」

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
引
用
し
た

『
回
覧
実
記
』
を
照
合
す
る
と
、

（設

い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
事
実
が
判
明
す
る
。
最
初
に
演
奏
さ
れ
た

「
伶
人
律
ヲ
調
ス
」
と
「
白
雪
」
を
一
曲
と
す
る
と
、
合
唱
が
加
わ
る
こ
と
と
「
白
雪
」
と
い
う
語
感
か
ら
、
バ
ッ
ハ
の
コ
ラ
l
ル
で

あ
る
と
推
定
で
き
る
。
「
歌
謡
絶
倫
ノ
婦
人
」
は
ペ
シ
ユ
カ
H
リ
ュ

1
ト
ナ
1
婦
人
で
あ
り
、
「
其
声
ノ
玲
瀧
タ
ル
、
細
ナ
ル
ハ
切
々
、

易
a
拘置ヲ
8
a
a

つ

縄
ナ
ル
ハ
噌
噌
」
と
形
容
さ
れ
た
の
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
四
番
目
の

「
魔
笛
」
だ
ろ
う
。
有
名
な
「
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
」
と
し
て
こ
の



部
分
を
再
読
す
る
と
、
中
村
が
い
う
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
常
套
句
の
羅
列
で
は
な
く
、
実
は
曲
の
流
れ
に
即
し
た
評
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
大
砲
と
教
会
の
鐘
を
同
時
に
用
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
曲
は
第
二
部
の
最
初
に
演
奏
さ
れ
た

『
英
国
国
歌
』

こ
金
丸
包
オ

ー一三一口、＝

す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
壇
を
扶
ん
だ
数
百
人
の

「
楽
工
一
隊
」
と
は
「
ロ
ン
ド
ン
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
軍
楽
隊
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
『
回
覧
実
記
』

の
記
述
と
一
致
し
、
辻
棲
が
あ
う
。

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

し
か
し
、
「
太
平
楽
会
」
に
つ
い
て
の
情
報
が
豊
富
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
『
回
覧
実
記
』
の
他
の
音
楽
記
述

（。

に
比
較
し
て
で
あ
り
、
こ
の
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
突
き
合
わ
せ
る
と
「
極
め
て
遺
漏
の
多
い
粗
末
な
リ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
明
ら

か
な
の
で
あ
る
。
曲
数
は
足
り
ず
、
有
名
作
曲
家
の
バ
ッ
ハ
や
べ

l
ト
ヴ
ェ
ン
、
出
演
者
と
し
て
登
場
し
た
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

な
ど
の
名
前
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
は
西
洋
音
楽
的
な
常
識
か
ら
す
る
と
、
少
し
お
か
し
い
。
そ
し
て
こ
の
直
後
に
は
、
さ
ら
に
奇
妙

な
叙
述
が
続
く
の
で
あ
る
。
「
英
国
親
衛
兵
ノ
楽
隊
」
が

「
英
楽
ノ
美
ヲ
極
ム
」
曲
を
演
奏
し
、
客
席
は
そ
れ
に
対
し
て
二
回
の
ア
ン

コ
ー
ル
を
送
っ
た
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
ひ

い

ゅ

う

か

ん

い

つ

け

つ

や

O
此
日
ハ
、
英
国
親
衛
兵
ノ
楽
隊
、
緋
衣
熊
冠
シ
楽
会
ヲ
助
ク
、
曲
ヲ
調
ス
ル
一
関
、
英
楽
ノ
美
ヲ
極
ム
、
衆
賛
嘆
己
マ
ス
、
更

と

ら

く

っ

と

う

ニ
一
回
ヲ
望
ム
、
米
人
独
立
ノ
戦
ニ
虜
ハ
レ
、
愛
国
心
ヲ
堅
ク
シ
屈
揖
セ
サ
ル
、

一
曲
ヲ
調
セ
リ
、
米
人
之
ヲ
聞
テ
、
感
嘆
己
ム

能
ハ
ス
、
子
ヲ
拍
チ
足
ヲ
踏
ミ
、
シ
パ
シ
鴫
リ
モ
静
ラ
ス
、
更
ニ
又
一
曲
ヲ
望
メ
リ
、
鴫
乎
、
五
洲
ノ
内
、
大
小
国
ヲ
分
チ
、
各

其
俗
ニ
安
ン
シ
、
自
主
ヲ
遂
レ
ハ
、
皆
我
生
国
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
ハ
、
勃
勃
ト
シ
テ
己
ム
能
ハ
サ
ル
コ
ト
、
猶
其
身
ヲ
愛
シ
、
其
家

え

ん

こ

く

お

も

え

ら

Z
愛
ス
ル
ニ
同
シ
、
亜
弗
利
加
ノ
民
ハ
、
炎
焔
ノ
域
ニ
ス
ミ
、
以
謂
ク
是
世
界
ノ
楽
地
ナ
リ
ト
、
露
西
亜
ノ
北
境
ニ
住
ス
ル
モ

そ

り

め

ぐ

め

ぐ

ら

ノ
ハ
、
様
車
ニ
乗
テ
氷
上
ヲ
報
リ
、
露
京
ニ
来
リ
、
氷
ノ
方
ニ
解
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
又
車
ヲ
回
シ
テ
帰
ル
、
此
土
ニ
育
ス
ル
モ
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ノ
ハ
、
其
土
ヲ
愛
ス
、
猶
草
木
ノ
根
ヲ
託
ス
ル
ト
一
般
ナ
リ
、
故
ニ
愛
国
ノ
心
ハ
、
人
情
ノ
自
然
ニ
発
シ
、
忠
厚
ノ
根
元
ト
ナ
ル

モ
ノ
ナ
リ
、
欧
米
ノ
民
開
化
ヲ
論
ス
ル
ハ
、
愛
国
ノ
心
ヨ
リ
始
ル
、
若
シ
其
身
ヲ
志
レ
、
其
家
ヲ
棄
テ
、
其
故
里
ヲ
顧
ミ
ス
、
其

手
主
b
夢、

国
ヲ
厭
フ
モ
ノ
、
如
キ
ハ
、
我
名
教
ノ
罪
人
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
抑
モ
西
洋
開
化
ノ
取
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
、
欧
米
ノ
民
ヲ
育
ス
ル
ヤ
、
先

川
テ
リ
ヲ
チ
ッ
ク

ン
ス
ル
ニ
国
史
ヲ
教
フ
、
愛
国
心
ヲ
導
ク
所
ナ
リ
、

叙
述
が
奇
妙
な
の
は
、
二
回
目
の
ア
ン
コ
ー
ル
の
後
「
嶋
乎
、
五
洲
ノ
内
」
か
ら
最
後
ま
で
、
愛
国
心
と
開
化
を
め
ぐ
る
一
節
で
あ

る
。
十
八
日
の

「
太
平
楽
会
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

も
う
一
度
、
「
太
平
楽
会
」

レ
ポ
ー
ト
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
「
太
平
楽
会
」

の
由
来
や
会
場
の
大
き
さ
、
出
演
者

に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、
演
奏
会
が
始
ま
っ
て

「
白
雪
」
や
「
歌
謡
絶
倫
ノ
婦
人
」

の
ア
リ
ア
、
大
砲
や
鐘
を
使
う
音
楽
が
演
奏
さ

れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
軍
楽
隊
は
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
突
然
、
「
自
主
ヲ
遂
レ
ハ
、
皆
我
生
国
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心

ハ
」
や
む
こ
と
が
な
い
と
か
、

ア
フ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
に
住
む
人
々
の
「
此
土
ヲ
愛
ス
」
話
に
移
行
し
、
開
化
は
愛
国
心
に
基
づ
く
の
だ

と
い
う
主
張
に
な
っ
て
「
太
平
楽
会
」

の
報
告
は
結
ぼ
れ
て
い
る
。
や
は
り
コ
ン
サ
ー
ト
の
報
告
と
し
て
は
異
様
で
あ
る
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
中
村
洪
介
は
、
「
延
々
と
続
く
愛
国
心
に
関
す
る
甚
だ
真
面
目
な
無
量
の
感
慨
が
ど
う
し
て
誘
発
さ
れ
た
の
か
、

久
米
の
心
理
を
辿
る
こ
と
は
困
難
」
で
、
お
そ
ら
く
か
れ
ら
は
、
演
奏
さ
れ
た

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
な
い
別
の
曲
の
可
能
性
も

あ
る
が
）

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
1
ン
の
「
エ
リ
ヤ
」
か
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
凍
て
つ
け
る
山
々
か
ら
」
を
誤
解
し
て
、
そ
れ
と
は
関
係
の

（怨

な
い
「
愛
国
心
」
と
い
う
よ
う
な
的
外
れ
な
感
想
を
抱
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
客
席
の
「
手
ヲ
拍

チ
足
ヲ
踏
ミ
、
シ
パ
シ
鴫
リ
モ
静
ラ
ス
」
と
い
う
反
応
も
、
「
愛
国
心
を
鼓
舞
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
純
粋
な
音
楽
的
感
興
の
故
と



考
え
る
方
が
自
然
」
と
中
村
は
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
回
覧
実
記
』
が
観
察
し
た

「
愛
国
心
」
は
誤
解
か
見
当
外
れ
、
と
い
う
の

が
中
村
の
結
論
で
あ
る
。

西
洋
音
楽
の
受
容
？

中
村
の
論
稿
は
精
密
な
調
査
・
考
証
の
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
概
し
て
岩
倉
使
節
団
や
久
米
の
西
洋

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

音
楽
へ
の
理
解
・
認
識
を
、
「
西
欧
精
神
認
識
の
限
界
」
と
か

「
正
当
に
評
価
し
得
ず
」
、
あ
る
い
は
「
誤
解
」
と
し
て
、
安
易
に
片
付

け
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
だ
が
、
不
可
解
な
記
述
を
、
執
筆
し
た
側
の

「
誤
解
」
と
し
て
済
ま
せ
る
の
は
、
短
絡
的
な
結
論
づ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
指
摘
し
た
漢
文
の
表
現
も
、
常
套
句
の
域
を
で
な
い
も
の
と
し
て
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
無
論
、
江
戸
時
代
生
ま
れ
の
か
れ
ら
が
西
洋
音
楽
に
つ
い
て
無
知
で
あ
り
誤

解
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
中
村
は
そ
の
こ
と
で
揚
げ
足
を
取
る
よ
う
な
非
難
を
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
寛
容
な
態
度
を
み
せ
て
い
る
。

だ
が
、
中
村
が
言
う
、

か
れ
ら
の
西
洋
音
楽
理
解
へ
の
「
精
一
杯
の
姿
勢
」
と
い
う
の
は
、
後
に
（
明
治
期
後
半
以
降
、
あ
る
い
は
現

在
の
）
西
洋
音
楽
を
理
解
し
、
演
奏
・
鑑
賞
す
る
日
本
人
を
措
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
向
か
っ
て
発
展
的
に
進
む
こ
と
に
な

る

（
ま
だ
初
期
段
階
に
い
る
）
久
米
邦
武
や
岩
倉
使
節
団
一
行
を
暗
黙
の
内
に
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

か
れ
ら
の
音
楽
受
容

は
稚
拙
に
「
見
え
る
」

の
で
あ
る
。

も
う
少
し
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。
確
か
に
、
私
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
名
前
は
、
こ
の
レ

ポ
ー
ト
に
は
な
い
。
こ
れ
は
、
西
洋
音
楽
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
当
然
、
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
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だ
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
何
物
で
あ
る
の
か
、

か
れ
ら
は
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
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ろ
う
か
。

か
れ
ら
は

「
太
平
楽
会
」

の
予
算
が
行
政
の

「
二
十
五
万
弗
」
と
市
民
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
大
観
場
」

の

大
き
さ
、
出
演
者
や
観
客
の
数
、
「
歌
謡
絶
倫
ノ
婦
人
」

の
出
演
料
が

「
一
万
五
千
弗
」

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
砲
や
教
会
の
鐘
が
遠
踊
操
作
で
動
く
仕
掛
け
は
、
客
席
か
ら
の
観
察
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
ど

こ
か
ら
得
た
か
推
測
す
る
な
ら
、
ど
う
や
ら
か
れ
ら
は
独
自
の
取
材
・
調
査
を
し
た
か
、
あ
る
い
は
新
聞
な
ど
の
報
道
に
目
を
通
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
際
に
、
ど
こ
か
で
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
名
前
を
見
る
こ
と
は
十
分

あ
り
う
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
十
九
世
紀
の
後
半
に
は
す
で
に
著
名
な
音
楽
家
で
あ
り
、
新
聞
な
ど
で
も
か
れ
の
ゲ
ス
ト
出
演
は
大
き

く
扱
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
岩
倉
使
節
団
や
久
米
邦
武
が
、
そ
の
よ
う
な
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
見
過
ご
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

演
奏
さ
れ
た
バ
ッ
ハ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
有
名
作
曲
家
に
つ
い
て
、

か
れ
ら
は
知
識
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
西
洋
音
楽
史
に
お
け
る
バ
ッ
ハ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
き
さ
は
を
知
る
の
は
、

か
れ
ら
が
各
地
で
政
治

や
宗
教
、
産
業
や
工
業
を
調
査
す
る
と
き
の
よ
う
な
リ
サ
ー
チ
能
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
難
し
い
課
題
で
は
な
い
。

も
し
か
す
る
と
、

か
れ
ら
は
こ
の
「
太
平
楽
会
」
に
お
い
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
バ
ッ
ハ
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
前
を
知
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
「
回
覧
実
記
』
に
記
さ
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
ど
う
だ
つ
た
の
か
は
判
ら
な
い
。
だ
が
、
以
上

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
か
れ
ら
は
決
し
て

「
知
ら
な
か
っ
た
」

の
で
は
な
く
、
「
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
」
か

「
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
す
る
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
正
確
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
著
名
な
作
曲
家
の
名
前
を
記
録
か
ら
落
と
す
こ
と
自
体
が
、

か
れ
ら
の

「
限
界
」
を
露
呈
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
作
曲
家
の
名
前
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
「
私
た
ち
の
常
識
」

か
ら
み

た
「
限
界
」
に
す
ぎ
な
い
。



か
れ
ら
は
「
太
平
楽
会
」
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
て
い
た
の
だ
が
、

レ
ポ
ー
ト
に
す
べ
て
を
残
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
情
報

の
取
捨
選
択
を
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
選
択
基
準
は
暖
昧
で
記
述
に
は
ム
ラ
が
あ
る
が
、
興
味
の
対
象
と
な
る
事
柄
が
記

録
さ
れ
、
逆
に
関
心
外
の
事
柄
は
除
外
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
な
ら
、
「
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
」
に
は
特
に
記
す
だ
け
の
意
昧
が

（
か
れ
ら
に
は
）
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
祝
宴
や
儀
式
の
音
楽
、
船
上
の
音
楽
や
舞
踏
会
の
伴
奏
、

ベ
ル
リ

ン
の

「
オ
ヘ
ラ
」
な
ど
、
『
回
覧
実
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
大
半
の
音
楽
言
説
が
、
「
音
楽
が
あ
っ
た
」
と
い
う
程
度
の
記
述
で
済
ま
さ
れ

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
西
洋
音
楽
へ
の
無
関
心
と
か
理
解
の
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
か
れ
ら
の
関
心
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
現
代
の
私
た
ち
の
西
洋
音
楽
受
容
と
は
異
な
る
、
別
の
西

洋
音
楽
受
容
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
太
平
楽
会
」
に
か
な
り
の
ぺ

1
ジ
を
割
い
た
理
由
で
も
あ
る
。

か
れ
ら
に
と
っ
て
の
関
心
は
、
演
奏
会
の
規
模
の
大
き
さ
、
大
衆
動
員
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
性
に
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
ま

し
て
重
要
な
の
は
「
太
平
楽
会
」

の
最
後
に
で
て
く
る
「
愛
国
心
」
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
愛
国
心
」
や
「
自
主
ノ
精
神
」
は
「
回

覧
実
記
』
に
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る
テ
1
マ
で
あ
り
、

か
れ
ら
の
文
明
観
の
基
調
と
言
っ
て
よ
い
。
確
か
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト
が
突
然
、
愛
国
心
の
話
へ
と
移
行
す
る
部
分
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
違
和
感
が
残
る
の
だ
が
、
久
米
の
筆
の
誤
り
と
は
思

え
な
い
。
「
太
平
楽
会
」

の
報
告
は
、
最
初
か
ら
「
愛
国
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
向
か
っ
て
収
赦
し
て
い

る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
じ
よ
う
な
文
の
展
開
は
別
の
箇
所
に
も
あ
り
、
こ
れ
が
例
外
的
な
文
脈
と
い
う
わ
け
で

（忽

も
な
い
。
私
た
ち
に
と
っ
て
不
可
解
な
の
は
、
「
久
米
の
心
理
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
音
楽
か
ら
愛
国
心
を
連
想
す
る
よ
う
な
そ

の
当
時
の
時
代
背
景
の
ほ
う
な
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
「
音
楽
」
は
、
現
在
と
は
全
く
異
な
っ
た
意
昧
を
も
っ
て
存
在
し
て
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い
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
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私
た
ち
が
特
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
ま
だ
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
を
済
ま
せ
た
ば
か
り
の
日
本
は
、
日
本
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
十
分
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
国
民
は
「
日
本
」
と
か
「
日
本
人
」
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
で
き
る
よ
う
な
「
均
質
な
文
化
」
「
生

（幻）

活
洋
式
」
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
国
民
文
化
の
統
一
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
創
出
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
音
楽
が
そ
の
手
段
と
し
て
有
力
祝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

（怨

の
報
告
は
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
私
た
ち
が
「
西
洋
音
楽
受
容
」
と
い
う
と
き
に
（
暗
黙
の
う
ち
に
）

「
太
平
楽
会
」

前
提
と
し
て
い
る
「
芸
術
音
楽
」
は
、
岩
倉
使
節
団
に
は
興
昧
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
「
太
平
楽
会
」

の
よ
う
な
愛
国
心
を
誘
発
さ
せ

る
よ
う
な
音
楽
で
あ
る
場
合
に
、
興
味
の
ア
ン
テ
ナ
が
反
応
し
た
と
す
れ
ば
、
『
回
覧
実
記
』
に
お
け
る
音
楽
言
説
は
、
首
尾
一
貫
し

た
説
明
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
岩
倉
使
節
団
あ
る
い
は
久
米
邦
武
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
よ
う
な
愛
国
心
と
音
楽
の
連
関
は
、
明
治
初
期

に
あ
っ
て
最
も
一
般
的
な
音
楽
観
だ
っ
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
明
治
新
政
府
の
指
導
者
や
知
識
人
た
ち
は
、
そ

の
よ
う
な
関
心
か
ら
西
洋
音
楽
を
捉
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伊
津
修
二
の
音
楽
教
育
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
基

（
判
。

本
的
に
同
じ
よ
う
な
方
針
を
取
っ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
岩
倉
使
節
団
に
田
中
不
二
麿
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
田
中
が
後
に

音
楽
教
育
行
政
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
。
と
な
る
と
、
祝

日
大
祭
日
唱
歌
や
軍
歌
の
よ
う
な
音
楽
は
、
当
初
か
ら
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
「
芸
術
音
楽
」
と
い

う
よ
う
な
概
念
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
だ
ろ

ゆっ。
む
し
ろ
「
回
覧
実
記
」
に
「
限
界
」
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
間
違
い
な
く
国
民
文
化
の
統
合
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い



た
は
ず
の
、
十
九
世
紀
後
半
の
ベ
ル
リ
ン
の
「
オ
ヘ
ラ
」

し
『
回
覧
実
記
』

の
政
治
的
役
割
ま
で
は
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
（包

で
は
見
過
ご
さ
れ
た
と
し
て
も
、
後
の
能
楽
復
興
運
動
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
認
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

岩倉使節団が見聞した西洋音楽

注
（1
）
「
米
欧
回
覧
実
記
』
（
岩
波
書
店
一
九
七
七
l
一
九
八
一
一
）
一
巻
四
二
ペ
ー
ジ
。
以
下
（
円
。
色
）
と
略
記
。

（2
）
そ
も
そ
も
、
山
口
蓬
春
は
一
八
九
三
年
生
ま
れ
な
の
だ
か
ら
、
丹
念
に
取
材
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
厳
密
な
意
味
で
の
史
料
価
値
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
絵
は
昭
和
九
年
に
制
作
さ
れ
、
〈
岩
倉
大
使
欧
米
派
遣
〉
と
し
て
明
治
神
宮
外
苑
に
あ
る
聖
徳
記
念
絵
函
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

（3
）
田
中
彰
編
著
「
「
米
欧
回
覧
実
記
」
の
学
際
的
研
究
』
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
一
九
九
三
）
、
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
著
「
「
米
欧

回
覧
実
記
」
を
読
む

1
1
5
8年
代
の
世
界
と
日
本
｜
｜
』
（
法
律
文
化
社
一
九
九
五
）
な
ど
。

（4
）
田
中
彰
「
岩
倉
使
節
団
と
『
米
欧
回
覧
実
記
』
」
「
回
覧
実
記
」
一
巻
の
解
説
、
四
O
四
ペ
ー
ジ
。

（5
）
『
回
覧
実
記
」
「
例
一
言
」
九
i
一
0
ペ
ー
ジ
。

（6
）
田
中
彰
編
著
、
前
掲
書
。

（7
）
田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
「
米
欧
回
覧
実
記
」
」
（
岩
波
書
店
一
九
九
四
）
五
四
ペ
ー
ジ
。

（8
）
中
村
洪
介
「
西
洋
の
音
、
日
本
の
耳
」
（
春
秋
社
一
九
八
七
）
五
五
ペ
ー
ジ
。

（9
）
「
回
覧
実
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
音
楽
記
事
は
以
下
の
と
お
り
。
カ
ッ
コ
内
は
岩
波
文
庫
版
の
（
巻
一
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
記
事
が
複
数
の

ぺ
i
ジ
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
（
同
一
。
∞
。
）
（
同
一
。
∞
ω
）
（
同
一
。
∞
∞
）
（
同
一
。
＠
。
）
（
同
一
。
C
N
）（
H
一。。∞）（同一。。。）（同一
E

C
）（同一
E

O
）

（同一回品叶）（同一回。］｛）（同一
N
C
N
）（］戸一日山］戸）（同一
N
N
∞）（同一
N
N
C
）（同一
Nω

。）（］戸一
N
α
N
）（同一
N
O
C
）（］戸一
ω
∞＠）（］｛一
N
C
m
）（］－一
N
C
∞）（同一
ω
。斗）（］｛一
ωω
∞）

（ω
一。。
α
）（日山一
H
O
O
）（
N
一H
O
H
）（
N
一H
H
O
）（
N
一E
H
）（
N
一回
ωα
）（
N
一HAFN
）（
N
一Enω
）（
N
一N
A
F
N
）（
N
一回日斗）（
N
一N
C
m
）（
ω
一ω
呂）（
ω
一。
ω
N
）（
ω
一。
uu）

（ω
一0
0
0
）（
ω
一。。∞）（
ω
一。
4
N
）（
ω
一Z
A
F
）（
ω
一H
∞。）（
ω
一∞切切）（
ω
一∞。
α
）（
ω
一ω
H
品）（
ω
一ω
H
＠）（
ω
一ω
品。）（
ω
一ω
巴
）
（
品
一
。
ω
N
）（品一。。
ω
）（
AF
一E
N
）

（品一
N
斗｛〕）（品一
N
C
N
）（九日一
ω
品。）（品一
ωω
斗）（品一品。同）（切一。
ω
品）（
ω
一。旬。）（切一。。品）（町一。。。）（町一
C
斗｛））（町一。斗同）（向山一。∞
N
）（向山一。∞⑤）（切一。。
ω
）

（切一
c
c
ω
）（切一
H
O
斗）（向山一
H
H
H
）（
α
一H
N
＠）（町一
ω
N
∞）（
ω
一ω
ω
ω
）（切一
ωω
品）

（
叩
）
『
回
覧
実
記
』
「
例
言
」
二
二
ペ
ー
ジ
。
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（
日
）
久
米
邦
武
『
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
」
下
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部

（
ロ
）
中
村
、
前
掲
書
、
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
『
回
覧
実
記
』
に
は
会
場
の
内
部
を
描
い
た
銅
版
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
（
左
図
一
）
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
（
お
そ
ら
く
「
回
覧
実

記
』
が
原
画
と
し
た
の
だ
ろ
う
）
イ
ラ
ス
ト
が
何
言
句
司
さ

C
さ
ま
匂
含
足
。
妥
当
ミ
ミ
ミ
さ
弘
司

S
S
A
」－
E
包
忠
良
S
－w
（

E－
σ吋
∞
窓
口
｝
弓

∞mw
門
出
巾
）
の
己
記
窓
内
同
盟
主

g
c同〉
E
2
F
E
の
項
目
に
載
っ
て
い
る
（
左
図
二
）
0

（M
H
）
中
村
、
前
掲
書
、
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
中
村
、
前
掲
書
、
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
橘
田
勲
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
に
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

（U
）
中
村
、
前
掲
書
、
七
二

1
七
四
ペ
ー
ジ
に
基
づ
く
。

（
川
崎
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
「
回
覧
実
記
』
と
の
照
合
は
、
中
村
の
推
理
を
参
考
に
し
た
。
中
村
、
前
掲
書
、
七
回
l
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
印
）
中
村
、
前
掲
書
、
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
中
村
、
前
掲
書
、
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
「
回
覧
実
記
』
（
町
一
。
戸
）

（
辺
）
鬼
頭
清
明
「
国
民
国
家
を
遡
る
」
『
国
民
国
家
を
問
う
』
歴
史
学
研
究
会
編
（
青
木
書
店
一
九
九
四
）
一
一
一
九
j
二
四
一
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
翌
日
に
は
「
実
ハ
各
国
楽
ヲ
異
ニ
シ
タ
ル
」
（
同
一
思
∞
）
と
、
国
家
単
位
で
音
楽
が
異
な
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
田
楽
」

思
想
も
近
代
の
産
物
で
あ
る
。

（M
）
奥
中
康
人
・
田
中
健
次
「
徳
性
の
福
養
1

｜
明
治
初
期
に
お
け
る
教
育
音
楽
の
理
念
｜
｜
」
『
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
第

一
一
集
第
二
号
一

O
九
l
一
一
七
ペ
ー
ジ
。
奥
中
康
人
「
伊
津
修
二
の
も
く
ろ
み

l
i
国
民
教
化
の
た
め
の
音
楽
i
｜
」
『
音
楽
学
』
第
四
五
巻

第
一
号
一

l
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
竹
本
裕
一
「
久
米
邦
武
と
能
楽
復
興
」
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
「
幕
末
・
明
治
期
の
国
民
国
家
形
成
と
文
化
変
容
』

九
五
）
四
八
七
i
五一

0
ペ
ー
ジ
。

一
九
三
四
）
二
七
二
i
二
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
新
耀
社

}L 

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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